
(57)【要約】

【課題】体肢内の骨の検査を行うシステムにおいて、体

肢を適正な状態に位置決めできるようにする。

【解決手段】ベッド機構１０は、被検者２０における胴

体２０Ａを支持する。足台機構１２は検査部位としての

膝下部位２０Ｃを固定する機構である。胴体２０Ａに対

して膝下部位２０Ｃをやや高く持ち上げかつつま先をや

や開いた状態を維持することにより頸骨２２の平坦面を

水平状態に維持することができる。加圧機構１６によっ

て頸骨２２に対して荷重が加えられる。その状態におい

てプローブ７２，７４を用いて超音波計測により骨の変

位が計測される。ベッド機構１０及び足台機構１２はそ

れぞれ昇降機構４０，５２を有する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 被 検 者 の 胴 体 を 支 持 す る 胴 体 支 持 装 置 と 、
　 前 記 被 検 者 に お け る 検 査 対 象 と な っ た 体 肢 を 固 定 す る 体 肢 固 定 装 置 と 、
　 前 記 体 肢 固 定 装 置 に よ り 固 定 さ れ た 体 肢 内 に 存 在 す る 骨 に 対 し て 超 音 波 の 送 受 波 を 行 う
超 音 波 ユ ニ ッ ト と 、
　 を 含 み 、
　 前 記 胴 体 支 持 装 置 に よ っ て 支 持 さ れ る 胴 体 の 高 さ に 対 し て 、 前 記 体 肢 固 定 装 置 に よ っ て
固 定 さ れ る 体 肢 の 高 さ を 相 対 的 に 可 変 す る 高 さ 可 変 手 段 が 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 骨
検 査 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 検 査 対 象 と な っ た 体 肢 は 下 肢 に お け る 膝 下 部 位 で あ り 、
　 前 記 体 肢 固 定 装 置 は 前 記 膝 下 部 位 を 固 定 す る 検 査 部 位 固 定 装 置 で あ り 、
  前 記 超 音 波 ユ ニ ッ ト は 、 前 記 膝 下 部 位 に 当 接 さ れ る プ ロ ー ブ を 有 す る 、 こ と を 特 徴 と す
る 骨 検 査 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 検 査 部 位 固 定 装 置 は 、 前 記 膝 下 部 位 を 水 平 状 態 に 保 ち つ つ 当 該 膝 下 部 位 を 固 定 す る
機 構 で あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 骨 検 査 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 高 さ 可 変 手 段 は 、 少 な く と も 前 記 検 査 部 位 固 定 装 置 に 設 け ら れ た 第 １ 昇 降 機 構 を 有
し 、
　 検 査 時 に お い て は 、 前 記 被 検 者 の 臀 部 が 低 い 位 置 に 位 置 決 め さ れ 、 且 つ 、 前 記 膝 下 部 位
が 高 い 位 置 に 位 置 決 め さ れ 、 こ れ に よ り 前 記 被 検 者 の 腰 が 緩 や か に 屈 曲 し 、 且 つ 、 前 記 被
検 者 の 膝 が 緩 や か に 屈 曲 す る 、 こ と を 特 徴 と す る 骨 検 査 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ４ 記 載 の シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 高 さ 可 変 手 段 は 、 更 に 前 記 胴 体 支 持 機 構 に 設 け ら れ た 第 ２ 昇 降 機 構 を 有 す る 、 こ と
を 特 徴 と す る 骨 検 査 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 検 査 部 位 固 定 装 置 は 、 前 記 検 査 対 象 と な っ た 下 肢 に お け る つ ま 先 が 他 の 下 肢 と は 反
対 側 へ 開 い た 状 態 と な る よ う に 、 前 記 膝 下 部 位 を 回 転 さ せ る 回 転 機 構 を 有 す る 、 こ と を 特
徴 と す る 骨 検 査 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ６ 記 載 の シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 回 転 機 構 は 、 前 記 膝 下 部 位 内 に 存 在 す る 頸 骨 の 平 坦 面 が 水 平 面 と な る よ う に 前 記 膝
下 部 位 を 回 転 さ せ る 機 構 で あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 骨 検 査 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 検 査 部 位 固 定 装 置 は 、
　 前 記 膝 下 部 位 に お け る 近 位 側 を 保 持 す る 近 位 保 持 機 構 と 、
　 前 記 膝 下 部 位 に お け る 遠 位 側 を 保 持 す る 遠 位 保 持 機 構 と 、
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 骨 検 査 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の シ ス テ ム に お い て 、
　 更 に 、 前 記 膝 下 部 位 に お け る 加 圧 箇 所 を 加 圧 す る 加 圧 機 構 を 有 し 、
　 前 記 超 音 波 ユ ニ ッ ト は 、 加 圧 状 態 に お い て 前 記 骨 に 対 し て 超 音 波 を 送 受 波 し 、 そ れ に よ
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り 得 ら れ た 受 信 信 号 に 基 づ い て 骨 の 微 小 変 位 を 計 測 す る 、 こ と を 特 徴 と す る 骨 検 査 シ ス テ
ム 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 胴 体 支 持 装 置 は 前 記 被 検 者 の 胴 体 を 支 持 す る ベ ッ ド を 含 む こ と を 特 徴 と す る 骨 検 査
シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 胴 体 支 持 装 置 は 前 記 被 検 者 の 胴 体 を 支 持 す る リ ク ラ イ ニ ン グ シ ー ト を 含 む こ と を 特
徴 と す る 骨 検 査 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 被 検 者 の 胴 体 を 支 持 す る 胴 体 支 持 装 置 と 共 に 用 い ら れ 、 前 記 被 検 者 に お け る 検 査 対 象 と
な っ た 膝 下 部 位 を 固 定 す る 検 査 部 位 固 定 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 膝 下 部 位 の 近 位 側 を 保 持 す る 近 位 保 持 機 構 と 、
　 前 記 膝 下 部 位 の 遠 位 側 を 保 持 す る 遠 位 保 持 機 構 と 、
　 前 記 近 位 保 持 機 構 の 高 さ 及 び 前 記 遠 位 保 持 機 構 の 高 さ を と も に 可 変 す る 機 構 で あ っ て 、
前 記 胴 体 支 持 装 置 に よ っ て 支 持 さ れ る 胴 体 の 臀 部 よ り も 前 記 膝 下 部 位 を 高 い 位 置 に 位 置 決
め す る 昇 降 機 構 と 、
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 検 査 部 位 固 定 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 請 求 項 １ ２ 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 近 位 側 保 持 機 構 及 び 前 記 遠 位 側 保 持 機 構 は 、 前 記 膝 下 部 位 を 水 平 状 態 に 維 持 す る た
め の 機 構 で あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 検 査 部 位 固 定 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 請 求 項 １ ２ 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 当 該 検 査 部 位 固 定 装 置 は 前 記 胴 体 支 持 装 置 と は 別 体 に 構 成 さ れ た 、 こ と を 特 徴 と す る 検
査 部 位 固 定 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 骨 検 査 シ ス テ ム に 関 し 、 特 に 、 超 音 波 を 用 い て 骨 を 検 査 す る 場 合 に お け る 検 査
部 位 の 位 置 決 め 技 術 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 超 音 波 を 用 い て 骨 の 性 状 を 評 価 す る シ ス テ ム が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ，
２ 参 照 ） 。 か か る シ ス テ ム で は 、 例 え ば 、 生 体 に お け る 膝 下 に 存 在 す る 頸 骨 が 測 定 対 象 と
さ れ 、 そ の 頸 骨 に 対 し て 、 体 外 か ら 皮 膚 を 介 し て 押 圧 力 が 加 え ら れ 、 あ る い は 、 他 の 力 学
的 作 用 が 与 え ら れ 、 そ れ に 起 因 す る 頸 骨 の 微 小 変 位 に 基 づ い て 、 頸 骨 の 弾 性 、 粘 弾 性 、 塑
性 等 の 物 理 的 指 標 が 測 定 さ れ る 。 そ れ ら の 物 理 的 指 標 は 頸 骨 の 性 状 、 健 全 性 、 癒 合 度 、 等
を 表 す も の と 理 解 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ２ ９ ８ ２ ０ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － １ ５ ２ ０ ７ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 超 音 波 を 用 い た 骨 の 検 査 に お い て は 、 上 記 の よ う に 微 小 変 位 が 計 測 さ れ る の で 、 検 査 対
象 と な っ た 部 位 を 適 正 な 姿 勢 に 位 置 決 め し 、 そ れ を 維 持 す る 必 要 が あ る 。 例 え ば 、 膝 下 部
位 が 検 査 対 象 と な っ た 場 合 、 押 圧 力 の 付 加 や 超 音 波 の 送 受 波 を 適 正 に 行 え る よ う に 、 当 該
膝 下 部 位 の 角 度 や 向 き を 定 め る 必 要 が あ る 。 ま た 、 検 査 中 に お い て 被 検 者 が 楽 な 姿 勢 を と

10

20

30

40

50

(3) JP 2007-301284 A 2007.11.22



れ る よ う に 配 慮 す る こ と が 望 ま れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 検 査 部 位 を 容 易 か つ 適 正 に 位 置 決 め で き る よ う に す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 被 検 者 の 負 担 を 軽 減 で き る よ う に す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
（ １ ） 本 発 明 に 係 る シ ス テ ム は 、 被 検 者 の 胴 体 を 支 持 す る 胴 体 支 持 装 置 と 、 前 記 被 検 者 に
お け る 検 査 対 象 と な っ た 体 肢 を 固 定 す る 体 肢 固 定 装 置 と 、 前 記 体 肢 固 定 装 置 に よ り 固 定 さ
れ た 体 肢 内 に 存 在 す る 骨 に 対 し て 超 音 波 の 送 受 波 を 行 う 超 音 波 ユ ニ ッ ト と 、 を 含 み 、 前 記
胴 体 支 持 装 置 に よ っ て 支 持 さ れ る 胴 体 の 高 さ に 対 し て 、 前 記 体 肢 固 定 装 置 に よ っ て 固 定 さ
れ る 体 肢 の 高 さ を 相 対 的 に 可 変 す る 高 さ 可 変 手 段 が 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 被 検 体 の 胴 体 （ ボ デ ィ ） が 胴 体 支 持 装 置 に よ っ て 支 持 さ れ る 。 胴 体
支 持 装 置 は 望 ま し く は ベ ッ ド あ る い は 椅 子 （ シ ー ト ） の よ う な 機 構 を 備 え る 。 体 肢 固 定 装
置 に よ っ て 被 検 体 に お け る 検 査 対 象 と な っ た 体 肢 が 固 定 さ れ る 。 こ の 場 合 、 超 音 波 の 検 査
特 に 骨 の 超 音 波 検 査 に と っ て 適 切 な 姿 勢 と な る よ う に 体 肢 が 固 定 さ れ る 。 勿 論 、 そ の 姿 勢
は 検 査 方 法 等 に 応 じ て 変 わ り う る も の で あ る 。 例 え ば 、 検 査 対 象 が 膝 下 部 位 の 場 合 に は 、
膝 下 部 位 を 若 干 高 く 持 ち 上 げ て 、 膝 あ る い は 腰 が 緩 や か に 屈 曲 す る よ う に し て も よ い 。 い
ず れ に し て も 、 被 検 者 に と っ て 負 担 が 少 な く 、 且 つ 、 検 査 を 的 確 に 遂 行 で き る よ う に 、 胴
体 及 び 体 肢 の 位 置 及 び 姿 勢 を 調 整 で き る よ う に 構 成 す る の が 望 ま し い 。 高 さ 可 変 手 段 に よ
れ ば 、 胴 体 と 体 肢 の 相 対 的 な 位 置 関 係 を 調 整 で き る の で 、 被 検 者 が 楽 な 姿 勢 と な る よ う に
被 検 者 を 支 持 で き 、 ま た 、 検 査 部 位 を 適 切 な 位 置 に 位 置 決 め で き る 。 ま た 、 高 さ 調 整 手 段
に よ れ ば 、 身 長 、 体 格 、 検 査 対 象 と な っ た 骨 、 測 定 箇 所 な ど に 応 じ て 適 切 な 検 査 姿 勢 を 確
保 で き る 。 検 査 中 に お い て 検 査 部 位 が 容 易 に 動 か な い よ う に 検 査 部 位 を 固 定 す る の が 望 ま
し く 、 そ の 場 合 、 検 査 部 位 を 複 数 箇 所 で 保 持 す る こ と も 可 能 で あ り 、 検 査 部 位 の 両 端 部 あ
る い は 両 側 と し て の 近 位 部 及 び 遠 位 部 の そ れ ぞ れ を 保 持 す る よ う に 構 成 し て も よ い 。 体 肢
と し て は 、 上 肢 、 下 肢 が あ げ ら れ る が 、 特 に 下 肢 に お け る 膝 下 部 位 を 検 査 部 位 と す る の が
望 ま し い 。 検 査 対 象 と な っ た 体 肢 と と も に 、 も う 一 方 の 体 肢 に つ い て も 必 要 に 応 じ て 支 持
を 行 う よ う に し て も よ い 。 か か る 構 成 に よ れ ば 被 検 者 に 自 然 な 体 位 を と ら せ る こ と が 容 易
と な り 、 ま た 、 被 検 者 の 負 担 を 軽 減 で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 望 ま し く は 、 前 記 検 査 対 象 と な っ た 体 肢 は 下 肢 に お け る 膝 下 部 位 で あ り 、 前 記 体 肢 固 定
装 置 は 前 記 膝 下 部 位 を 固 定 す る 検 査 部 位 固 定 装 置 で あ り 、  前 記 超 音 波 ユ ニ ッ ト は 、 前 記
膝 下 部 位 に 当 接 さ れ る プ ロ ー ブ を 有 す る 。 膝 下 部 位 に 含 ま れ る 骨 と し て は 頸 骨 、 腓 骨 が あ
げ ら れ る 。 超 音 波 計 測 に よ り 、 骨 の 性 状 、 健 全 性 、 骨 折 後 の 治 癒 度 （ 癒 合 度 ） 等 を 評 価 可
能 で あ る 。 プ ロ ー ブ は ス キ ャ ナ （ プ ロ ー ブ 保 持 機 構 ） に よ っ て 保 持 さ れ て も よ い し 、 生 体
表 面 に 直 接 貼 付 さ れ て も よ い 。 複 数 の プ ロ ー ブ を 設 け る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 望 ま し く は 、 前 記 検 査 部 位 固 定 装 置 は 、 前 記 膝 下 部 位 を 水 平 状 態 に 保 ち つ つ 当 該 膝 下 部
位 を 固 定 す る 機 構 で あ る 。 膝 下 部 位 を 水 平 状 態 に 保 持 す れ ば 、 計 測 の 再 現 性 を 良 好 に で き
る 。 特 に 、 加 圧 下 で 計 測 を 行 う 場 合 に お い て 鉛 直 方 向 に 加 圧 を 行 う こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 望 ま し く は 、 前 記 高 さ 可 変 手 段 は 、 少 な く と も 前 記 検 査 部 位 固 定 装 置 に 設 け ら れ た 第 １
昇 降 機 構 を 有 し 、 検 査 時 に お い て は 、 前 記 被 検 者 の 臀 部 が 低 い 位 置 に 位 置 決 め さ れ 、 且 つ
、 前 記 膝 下 部 位 が 高 い 位 置 に 位 置 決 め さ れ 、 こ れ に よ り 前 記 被 検 者 の 腰 が 緩 や か に 屈 曲 し
、 且 つ 、 前 記 被 検 者 の 膝 が 緩 や か に 屈 曲 す る 。 こ の 構 成 に よ れ ば 、 被 検 者 は 自 然 な あ る い
は 楽 な 姿 勢 で 検 査 を 受 け る こ と が で き る 。 検 査 時 間 が 長 引 い て も 、 被 検 者 の 負 担 を 軽 減 で
き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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　 望 ま し く は 、 前 記 高 さ 可 変 手 段 は 、 更 に 前 記 胴 体 支 持 機 構 に 設 け ら れ た 第 ２ 昇 降 機 構 を
有 す る 。 こ の 構 成 に よ れ ば 第 １ 昇 降 機 構 と 第 ２ 昇 降 機 構 の そ れ ぞ れ を 動 作 さ せ て 、 適 正 な
検 査 姿 勢 を 迅 速 に 設 定 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 望 ま し く は 、 前 記 検 査 部 位 固 定 装 置 は 、 前 記 検 査 対 象 と な っ た 下 肢 に お け る つ ま 先 が 他
の 下 肢 と は 反 対 側 へ 開 い た 状 態 と な る よ う に 、 前 記 膝 下 部 位 を 回 転 さ せ る 回 転 機 構 を 有 す
る 。 例 え ば 、 足 を 足 台 に 載 せ た 場 合 、 通 常 、 そ の つ ま 先 は 若 干 開 く 。 そ れ が 自 然 な 姿 勢 と
い え る 。 上 記 構 成 に よ れ ば 、 そ の よ う な 自 然 な 姿 勢 を そ の ま ま 実 現 で き 、 あ る い は 許 容 で
き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 望 ま し く は 、 前 記 回 転 機 構 は 、 前 記 膝 下 部 位 内 に 存 在 す る 頸 骨 の 平 坦 面 が 水 平 面 と な る
よ う に 前 記 膝 下 部 位 を 回 転 さ せ る 機 構 で あ る 。 頸 骨 の 前 方 側 に は 、 骨 軸 方 向 及 び そ れ に 直
交 す る 方 向 に 広 が っ た 比 較 的 広 い 平 坦 面 が 存 在 す る 。 そ の 平 坦 面 は 超 音 波 計 測 の 対 象 と し
て 相 応 し い も の で あ る 。 上 記 構 成 に よ れ ば 、 そ の 平 坦 面 を 水 平 面 に す る こ と が で き る の で
、 各 超 音 波 ビ ー ム の 方 向 を 鉛 直 方 向 に 揃 え る こ と が で き 、 ま た 、 加 圧 を 行 う 場 合 に お い て
も 加 圧 方 向 を 鉛 直 方 向 に 一 致 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 望 ま し く は 、 前 記 検 査 部 位 固 定 装 置 は 、 前 記 膝 下 部 位 に お け る 近 位 側 を 保 持 す る 近 位 保
持 機 構 と 、 前 記 膝 下 部 位 に お け る 遠 位 側 を 保 持 す る 遠 位 保 持 機 構 と 、 を 含 む 。 近 位 側 及 び
遠 位 側 の 保 持 に 当 た っ て は 、 薄 い 皮 膚 層 に 覆 わ れ て 体 外 か ら 容 易 に 特 定 可 能 な 特 徴 骨 部 分
（ 突 起 状 部 分 ） を 位 置 決 め 基 準 と す る こ と が で き る 。 そ の 基 準 と し て は 、 近 位 部 で あ れ ば
例 え ば 腓 骨 頭 を あ げ る こ と が で き 、 遠 位 部 で あ れ ば 外 果 あ る い は 内 果 を あ げ る こ と が で き
る 。 そ の よ う な １ 又 は 複 数 の 位 置 決 め 基 準 を 用 い て 、 被 検 査 部 位 の 位 置 決 め 固 定 を 行 え ば
計 測 の 再 現 性 を 良 好 に で き る 。 勿 論 、 位 置 決 め 基 準 と し て は 、 他 の 部 位 を 利 用 す る こ と も
で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 望 ま し く は 、 更 に 、 前 記 膝 下 部 位 に お け る 加 圧 箇 所 を 加 圧 す る 加 圧 機 構 を 有 し 、 前 記 超
音 波 ユ ニ ッ ト は 、 加 圧 状 態 に お い て 前 記 骨 に 対 し て 超 音 波 を 送 受 波 し 、 そ れ に よ り 得 ら れ
た 受 信 信 号 に 基 づ い て 骨 の 微 小 変 位 を 計 測 す る 。 こ の 構 成 に よ れ ば 、 例 え ば 三 点 曲 げ 荷 重
下 に お い て 、 骨 の 微 小 変 位 が 計 測 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 望 ま し く は 、 前 記 胴 体 支 持 装 置 は 前 記 被 検 者 の 胴 体 を 支 持 す る ベ ッ ド を 含 む 。 望 ま し く
は 、 前 記 胴 体 支 持 装 置 は 前 記 被 検 者 の 胴 体 を 支 持 す る リ ク ラ イ ニ ン グ シ ー ト を 含 む 。 複 数
の 関 節 を 有 す る 胴 体 支 持 装 置 を 利 用 す る の が 望 ま し く 、 そ の よ う な 装 置 に よ れ ば 被 検 者 の
体 系 や 好 み 、 あ る い は 、 検 査 目 的 に 応 じ て 、 適 切 な 検 査 姿 勢 を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
（ ２ ） 本 発 明 に 係 る 装 置 は 、 被 検 者 の 胴 体 を 支 持 す る 胴 体 支 持 装 置 と 共 に 用 い ら れ 、 前 記
被 検 者 に お け る 検 査 対 象 と な っ た 膝 下 部 位 を 固 定 す る 検 査 部 位 固 定 装 置 で あ っ て 、 前 記 膝
下 部 位 の 近 位 側 を 保 持 す る 近 位 保 持 機 構 と 、 前 記 膝 下 部 位 の 遠 位 側 を 保 持 す る 遠 位 保 持 機
構 と 、 前 記 近 位 保 持 機 構 の 高 さ 及 び 前 記 遠 位 保 持 機 構 の 高 さ を と も に 可 変 す る 機 構 で あ っ
て 、 前 記 胴 体 支 持 装 置 に よ っ て 支 持 さ れ る 胴 体 の 臀 部 よ り も 前 記 膝 下 部 位 を 高 い 位 置 に 位
置 決 め す る 昇 降 機 構 と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 望 ま し く は 、 前 記 近 位 保 持 機 構 及 び 前 記 遠 位 保 持 機 構 は 、 前 記 膝 下 部 位 を 水 平 状 態 に 維
持 す る た め の 機 構 で あ る 。 望 ま し く は 、 当 該 検 査 部 位 固 定 装 置 は 前 記 胴 体 支 持 装 置 と は 別
体 に 構 成 さ れ る 。 別 体 に 構 成 す れ ば 、 そ れ ぞ れ の フ ロ ア 面 上 で の 位 置 調 整 が 容 易 と な る 。
両 装 置 が 機 械 的 に 連 結 さ れ て も よ い 。 そ の 場 合 に は 両 装 置 の 相 対 的 な 位 置 関 係 を 調 整 す る
機 構 を 設 け る の が 望 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
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　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 検 査 部 位 を 容 易 か つ 適 正 に 位 置 決 め で き る 。 あ
る い は 、 被 検 者 の 負 担 を 軽 減 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ に は 、 本 発 明 に 係 る 骨 検 査 シ ス テ ム の 好 適 な 実 施 形 態 が 示 さ れ て お り 、 詳 し く は 、
図 １ に は 、 骨 検 査 シ ス テ ム に お け る 要 部 構 成 が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 実 施 形 態 に 係 る 骨 検 査 シ ス テ ム は 、 検 査 部 位 と し て の 下 肢 に お け る 膝 下 部 位 に 対 し て
超 音 波 の 送 受 波 を 行 っ て 、 そ こ に 含 ま れ る 骨 の 性 状 を 検 査 す る シ ス テ ム で あ る 。 こ の 検 査
シ ス テ ム は 、 図 １ に 示 さ れ て い る ベ ッ ド 機 構 １ ０ 、 足 台 機 構 １ ２ 、 加 圧 機 構 １ ６ な ど を 備
え て お り 、 更 に 、 後 に 図 ２ を 用 い て 説 明 す る 超 音 波 診 断 ユ ニ ッ ト を 備 え て い る 。 本 実 施 形
態 に お い て は 、 膝 下 部 位 が 検 査 部 位 と さ れ て い る が 、 大 腿 部 あ る い は 他 の 体 肢 を 検 査 部 位
と す る こ と も 可 能 で あ る 。 ベ ッ ド 機 構 １ ０ は 胴 体 支 持 装 置 と し て 機 能 す る も の で あ り 、 足
台 機 構 １ ２ は 下 肢 固 定 装 置 と し て 機 能 す る も の で あ り 、 上 記 の 超 音 波 診 断 ユ ニ ッ ト は 超 音
波 診 断 装 置 な ど に よ っ て 構 成 さ れ る 。 図 １ に お い て 符 号 ２ ０ に よ っ て 被 検 者 が 模 式 的 に 示
さ れ て い る 。 符 号 ２ ０ Ａ は 胴 体 を 示 し て お り 、 符 号 ２ ０ Ｂ は 大 腿 部 を 示 し て お り 、 符 号 ２
０ Ｃ は 下 腿 部 と し て の 膝 下 部 位 を 示 し て お り 、 そ れ が 本 実 施 形 態 に お い て 検 査 部 位 と さ れ
て い る 。 符 号 ２ ０ Ｄ は 膝 下 部 位 よ り も 更 に 下 側 の 部 位 、 す な わ ち 踵 か ら つ ま 先 ま で の 部 位
を 示 し て い る 。 本 実 施 形 態 に 係 る 骨 検 査 シ ス テ ム に お い て は 、 以 下 に 説 明 す る よ う に 、 ベ
ッ ド 機 構 １ ０ 及 び 足 台 機 構 １ ２ が そ れ ぞ れ 昇 降 機 構 を 備 え て お り 、 骨 の 検 査 に 際 し て 被 検
者 に 楽 な 姿 勢 を と ら せ る こ と が で き 、 し か も 、 検 査 部 位 で あ る 膝 下 部 位 を 後 に 詳 述 す る よ
う に 水 平 状 態 に 適 正 に 位 置 決 め す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 下 に 、 各 機 構 に つ い て 具 体 的 に 説 明 す る 。 ベ ッ ド 機 構 １ ０ は 図 １ に 示 さ れ る よ う に 胴
体 ２ ０ Ａ を 支 持 す る 機 構 で あ り 、 ベ ッ ド 機 構 １ ０ は 、 ベ ッ ド 台 ３ ０ 、 昇 降 機 構 ３ ２ 及 び ベ
ー ス ユ ニ ッ ト を 有 し て い る 。 ベ ッ ド 台 ３ ０ は 臀 部 か ら 頭 部 ま で の 胴 体 ２ ０ Ａ を 載 置 す る 台
座 と し て 機 能 す る 。 昇 降 機 構 ３ ２ は 、 ク ロ ス ア ー ム ３ ３ Ａ ， ３ ３ Ｂ 及 び 水 平 シ ャ フ ト を 有
し て い る 。 こ こ で 、 水 平 シ ャ フ ト は シ ャ フ ト 軸 ４ １ Ｂ と そ れ に 螺 合 す る 軸 筒 ４ １ Ａ と に よ
っ て 構 成 さ れ る 。 ノ ブ ４ ０ を 回 転 さ せ る と 、 軸 筒 ４ １ Ａ に 対 し て シ ャ フ ト 軸 ４ １ Ｂ が 回 転
し 、 そ の 回 転 方 向 に 依 存 し て 、 ク ロ ス ア ー ム ３ ３ Ａ ， ３ ３ Ｂ の 作 用 に よ っ て ベ ッ ド 台 ３ ０
を 上 下 方 向 に 運 動 さ せ る こ と が 可 能 で あ る 。 上 記 の ベ ー ス ユ ニ ッ ト は 、 複 数 の ベ ー ス フ レ
ー ム ３ ４ と 複 数 の キ ャ ス タ ３ ６ と を 有 す る 。 キ ャ ス タ ３ ６ の 内 で １ つ 又 は 複 数 の キ ャ ス タ
に ロ ッ ク 機 能 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て に は 、 ノ ブ ４ ０ を マ ニ ュ ア ル 操 作 す る こ と に よ っ て ベ ッ ド 台 ３ ０ を
上 下 方 向 に 運 動 さ せ る こ と が 可 能 で あ る が 、 モ ー タ 等 を 利 用 し て 電 気 的 に 昇 降 を 制 御 す る
よ う に し て も よ い 。 ま た 、 本 実 施 形 態 に お い て は ベ ッ ド 台 ３ ０ が １ 枚 の プ レ ー ト 状 の 形 態
を 有 し て い る が 、 後 に 図 ６ を 用 い て 説 明 す る よ う に 、 ベ ッ ド 台 ３ ０ が 互 い に 独 立 し て 姿 勢
を 調 整 可 能 な 複 数 の 部 分 に よ っ て 構 成 さ れ て も よ い 。 昇 降 機 構 ３ ２ は 上 記 に お い て 説 明 し
た よ う に パ ン タ グ ラ フ 方 式 の 機 構 で あ る が 、 も ち ろ ん 他 の 方 式 を 利 用 し て 昇 降 駆 動 を 行 う
よ う に し て も よ い 。 な お 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 ベ ッ ド 機 構 １ ０ と 後 述 す る 足 台 機 構 １
２ と が そ れ ぞ れ 別 体 に 構 成 さ れ て お り 、 こ れ に よ っ て そ れ ぞ れ の 機 構 の 位 置 を 自 在 に 設 定
す る こ と が 可 能 で あ る 。 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 他 の 用 途 に 向 け ら れ た ベ ッ ド 機 構 を 骨
検 査 シ ス テ ム に 流 用 す る こ と が で き 、 ま た 足 台 機 構 １ ２ を そ れ 単 独 で 利 用 す る こ と も 可 能
と な る 。 も ち ろ ん 、 ベ ッ ド 機 構 １ ０ と 足 台 機 構 １ ２ と が 機 械 的 に 連 結 さ れ て い て も よ い し
、 そ れ ら が 着 脱 自 在 に 構 成 さ れ て も よ い 。 少 な く と も 、 被 検 者 ２ ０ が 適 正 な 検 査 姿 勢 と な
る よ う に 、 し か も 被 検 者 ２ ０ に 対 し て で き る だ け 負 担 が 生 じ な い よ う に 楽 な 姿 勢 を も っ て
超 音 波 の 検 査 が 遂 行 で き る よ う に 、 被 検 者 の 位 置 決 め を 行 う の が 望 ま し い 。
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【 ０ ０ ２ ６ 】
　 足 台 機 構 １ ２ は 、 固 定 機 構 ５ ０ と 、 そ の 高 さ を 調 節 す る 昇 降 機 構 ５ ２ と 、 ベ ー ス ユ ニ ッ
ト 等 を 有 し て い る 。 固 定 機 構 ５ ０ の 具 体 的 な 構 成 例 に つ い て は 後 に 詳 述 す る 。 昇 降 機 構 ５
２ は 、 上 記 の 昇 降 機 構 ３ ２ と 同 様 の 構 成 を 有 し て お り 、 す な わ ち 、 昇 降 機 構 ５ ２ は ク ロ ス
ア ー ム ５ ３ Ａ ， ５ ３ Ｂ と 、 そ れ ら に 渡 っ て 設 け ら れ た 水 平 シ ャ フ ト と 、 を 有 し て い る 。 水
平 シ ャ フ ト は 、 シ ャ フ ト 軸 ５ ９ Ｂ と そ れ に 螺 合 し た 軸 筒 ５ ９ Ａ と に よ っ て 構 成 さ れ 、 ノ ブ
５ ８ を 回 転 さ せ る と 、 シ ャ フ ト 軸 ５ ９ Ｂ が 軸 筒 ５ ９ Ａ に 対 し て 相 対 的 に 回 転 し 、 こ れ に よ
っ て ク ロ ス ア ー ム ５ ３ Ａ ， ５ ３ Ｂ の 傾 斜 角 度 を 可 変 す る こ と が 可 能 で あ る 。 ベ ー ス ユ ニ ッ
ト は 、 複 数 の ベ ー ス フ レ ー ム ５ ４ と 、 複 数 の キ ャ ス タ ５ ６ と に よ っ て 構 成 さ れ る 。 キ ャ ス
タ ５ ６ の 内 で １ つ 又 は 複 数 の キ ャ ス タ に は ロ ッ ク 機 構 が 設 け ら れ て い る 。 昇 降 機 構 ５ ２ に
よ れ ば 、 固 定 機 構 ５ ０ の 高 さ を 自 在 に 調 整 す る こ と が で き 、 ま た そ の 昇 降 に あ た っ て も 固
定 機 構 ５ ０ の 水 平 状 態 を 維 持 で き る と い う 利 点 が あ る 。 上 記 の 昇 降 機 構 ３ ２ と 同 様 に 、 こ
の 昇 降 機 構 ５ ２ に お い て も パ ン タ グ ラ フ 方 式 が 採 用 さ れ て い た が 、 他 の 方 式 を 採 用 す る こ
と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 固 定 機 構 ５ ０ は 、 検 査 部 位 と し て の 膝 下 部 位 を 固 定 す る 機 構 で あ っ て 、 本 実 施 形 態 に お
い て は 、 近 位 保 持 部 ６ ２ と 、 遠 位 保 持 部 ６ ４ と 、 回 転 部 ６ ７ と を 有 し て い る 。 そ れ ら の 機
構 は ベ ー ス ６ ０ 上 に 搭 載 さ れ て お り 、 ま た ベ ー ス ６ ０ 上 に は 上 述 し た 加 圧 機 構 １ ６ も 搭 載
さ れ て い る 。 近 位 保 持 部 ６ ２ は 、 膝 下 部 位 ２ ０ Ｃ に お け る 近 位 部 ２ ６ を 保 持 （ あ る い は 支
持 ） す る 機 構 で あ り 、 遠 位 保 持 部 ６ ４ は 膝 下 部 位 ２ ０ Ｃ に お け る 遠 位 部 ２ ８ を 保 持 （ あ る
い は 支 持 ） す る 機 構 で あ る 。 近 位 部 ２ ６ と 遠 位 部 ２ ８ と を 下 か ら 支 え て 、 そ の 中 間 部 位 を
上 方 か ら 加 圧 す る こ と に よ り 、 い わ ゆ る 三 点 曲 げ 荷 重 を 下 腿 部 に 対 し て 付 加 す る こ と も 可
能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 具 体 的 に は 、 膝 下 部 位 ２ ０ Ｃ 内 に は 、 腓 骨 と 共 に 頸 骨 ２ ２ が 含 ま れ て お り 、 本 実 施 形 態
で は 、 そ の 頸 骨 ２ ２ が 超 音 波 の 検 査 対 象 と さ れ て い る 。 す な わ ち 、 頸 骨 ２ ２ に 対 し て 三 点
曲 げ 荷 重 が 付 加 さ れ 、 そ の よ う な 状 況 下 に お い て 超 音 波 の 送 受 波 に よ っ て 頸 骨 ２ ２ の 微 小
変 位 が 連 続 的 に 計 測 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 近 位 部 ２ ６ 及 び 遠 位 部 ２ ８ の 固 定 に あ た っ て は 、 そ れ ぞ れ の 部 位 に 存 在 す る １ 又 は 複 数
の 特 徴 部 位 を 位 置 決 め 基 準 と す る の が 望 ま し い 。 例 え ば 、 薄 い 皮 膚 を 介 し て 外 界 か ら 視 覚
的 に あ る い は 接 触 し て 容 易 に 特 定 可 能 な 特 徴 骨 部 分 を 位 置 決 め 基 準 と し て 利 用 す る の が 望
ま し い 。 そ の よ う な 特 徴 骨 と し て は 、 近 位 部 ２ ６ に お い て は 腓 骨 頭 を あ げ る こ と が で き 、
遠 位 部 ２ ８ と し て は 外 果 あ る い は 内 果 を あ げ る こ と が で き る 。 も ち ろ ん 、 そ れ 以 外 の 特 定
部 分 を 位 置 決 め 基 準 と す る こ と も 可 能 で あ る 。 本 実 施 形 態 で は 、 腓 骨 頭 が 存 在 す る 部 位 と
そ の 反 対 側 の 部 位 が 近 位 保 持 部 ６ ２ に よ っ て 挟 持 さ れ て お り 、 こ れ に よ っ て 近 位 部 ２ ６ が
固 定 さ れ て い る 。 ま た 、 遠 位 保 持 部 ６ ４ は 、 外 果 と 内 果 を 両 側 か ら 挟 持 し 、 あ る い は 包 み
込 む こ と に よ り 遠 位 部 ２ ８ を 固 定 し て い る 。 も ち ろ ん 他 の 固 定 方 法 を 採 用 す る こ と も 可 能
で あ る 。 体 肢 の 固 定 に あ た っ て 皮 膚 の 薄 い 部 分 を 保 持 部 位 と す れ ば 、 位 置 決 め 誤 差 を 低 減
す る こ と が 可 能 で あ り 、 ひ い て は 測 定 の 再 現 性 を 向 上 可 能 で あ る 。 図 １ に お い て は 、 近 位
保 持 部 ６ ２ 及 び 遠 位 保 持 部 ６ ４ と し て 模 式 的 な 構 造 体 す な わ ち 単 純 な 構 造 が 示 さ れ て い る
が 、 実 際 の 保 持 機 構 を 実 現 す る 場 合 に お い て は 、 様 々 な 調 整 機 能 を も っ た 機 構 が 採 用 さ れ
る 。 例 え ば 近 位 保 持 部 ６ ２ を 図 １ に お け る 左 右 方 向 及 び ／ 又 は 図 １ の 紙 面 に 対 し て 垂 直 方
向 に 移 動 可 能 に し 、 近 位 部 ２ ６ の 保 持 時 に 微 調 整 可 能 な 構 成 と し て も よ い 。 同 様 に 、 遠 位
保 持 部 ６ ４ を 図 １ に お け る 左 右 方 向 及 び ／ 又 は 図 １ の 紙 面 に 対 し て 垂 直 方 向 に 移 動 可 能 に
し 、 遠 位 部 ２ ８ の 保 持 時 に 微 調 整 可 能 な 構 成 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 回 転 部 ６ ７ は 、 フ レ ー ム ６ ８ に よ っ て 回 転 自 在 に 保 持 さ れ た ホ ル ダ ６ ６ を 有 す る 。 ホ ル
ダ ６ ６ は 上 述 し た 踵 か ら つ ま 先 ま で の 部 位 ２ ０ Ｄ を 包 み 込 む 収 容 空 間 を 有 し て お り 、 そ の
ホ ル ダ ６ ６ 自 身 が 回 転 可 能 で あ る 。 具 体 的 に は 、 頸 骨 ２ ２ に つ い て 仮 想 的 な 骨 軸 ２ ４ を 定
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義 し た 場 合 、 符 号 ６ ９ で 示 さ れ る よ う に そ の 骨 軸 ２ ４ の 周 り に お い て 自 在 に 膝 下 部 位 ２ ０
Ｃ が 回 転 す る よ う に 、 ホ ル ダ ６ ６ が 回 転 可 能 に 設 け ら れ て い る 。 例 え ば 右 足 が 測 定 対 象 と
な っ た 場 合 、 そ れ を 足 台 機 構 １ ２ に 載 せ る と 、 足 の つ ま 先 は 左 足 に 対 し て や や 外 側 に 自 然
に 開 く 。 し か も 、 そ の 状 態 に お い て は 、 後 に 詳 述 す る よ う に 、 頸 骨 ２ ２ に 存 在 す る 骨 軸 方
向 及 び そ れ に 直 交 す る 方 向 の 両 方 向 に 広 が っ た 平 坦 面 を 水 平 状 態 に 維 持 す る こ と が 可 能 で
あ る 。 本 実 施 形 態 に は 、 そ の よ う な 観 点 か ら 回 転 部 ６ ７ が 設 け ら れ て お り 、 す な わ ち 下 腿
部 と し て の 膝 下 部 位 ２ ０ Ｃ の 回 転 方 向 の 向 き を 自 在 に 可 変 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
ち な み に 、 足 台 機 構 １ ２ に は 、 測 定 対 象 と な っ た 足 の 一 方 が 載 せ ら れ る こ と に な る が 、 他
方 の 足 に つ い て も 足 台 機 構 １ ２ に よ っ て 支 持 す る よ う に し て も よ い し 、 そ れ 以 外 の 機 構 に
よ っ て 支 持 す る よ う に し て も よ い 。 測 定 対 象 と な る 足 の み が や や 高 く 持 ち 上 げ ら れ 、 そ れ
以 外 の 足 が そ の ま ま ス ト レ ー ト に 投 げ 出 さ れ た 状 態 と な っ て も よ い 。 も ち ろ ん 、 足 台 機 構
１ ２ は 、 右 足 及 び 左 足 の 両 者 に 対 応 す る こ と が で き 、 必 要 に 応 じ て 各 機 構 の 位 置 を 反 対 側
の 位 置 に 入 れ 替 え る こ と も 可 能 で あ る 。 右 足 用 の 足 台 機 構 と 左 足 用 の 足 台 機 構 の そ れ ぞ れ
を 用 意 す る よ う に し て も よ い 。 更 に 、 両 足 の 計 測 を 同 時 に 行 う こ と も も ち ろ ん 可 能 で あ る
。 回 転 部 ６ ７ の フ レ ー ム ６ ８ を 図 １ に お け る 左 右 方 向 及 び ／ 又 は 図 １ の 紙 面 に 対 し て 垂 直
方 向 に 移 動 可 能 に し て 回 転 部 ６ ７ 自 体 を フ レ ー ム ６ ８ 上 で 水 平 方 向 に 移 動 可 能 と し 、 部 位
２ ０ Ｄ の 保 持 時 に 微 調 整 可 能 な 構 成 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 検 査 時 に お い て は 、 胴 体 ２ ０ Ａ 特 に 臀 部 よ り も 高 い 位 置 に 膝 下
部 位 ２ ０ Ｃ が 位 置 決 め さ れ る 。 そ の 場 合 に お い て は 、 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 被 検 者 ２ ０
に お け る 腰 及 び 膝 は 緩 や か に 屈 曲 す る こ と に な り 、 被 検 者 と し て は 楽 な 姿 勢 を も っ て 超 音
波 検 査 を 受 け る こ と が 可 能 と な る 。 被 検 者 ２ ０ に お い て は 後 に 説 明 す る よ う に 状 態 が や や
起 き 上 が っ た 姿 勢 と な っ て も よ く 、 そ の 場 合 に お い て は リ ク ラ イ ニ ン グ シ ー ト な ど を 採 用
し て も よ い 。 ま た 、 上 述 し た よ う な 腰 及 び 膝 が 緩 や か に 屈 曲 し た 検 査 姿 勢 を 取 ら せ る こ と
に よ り 、 頸 骨 ２ ２ に お け る 平 坦 面 を 水 平 状 態 に で き る と い う 利 点 が あ る 。 す な わ ち 、 図 １
に 示 さ れ る よ う な 検 査 姿 勢 を と っ た 場 合 、 足 の つ ま 先 は 他 の 足 か ら 離 れ る 方 向 に 自 然 に 回
転 し て 開 く こ と に な り 、 そ の よ う な 状 態 で は 頸 骨 ２ ２ に お け る 平 坦 面 を 自 然 に 水 平 状 態 に
す る こ と が 可 能 と な る 。 も ち ろ ん 、 膝 下 部 位 ２ ０ Ｃ の 水 平 状 態 を 形 成 す る 際 に は 、 近 位 保
持 部 ６ ２ 及 び 遠 位 保 持 部 ６ ４ の そ れ ぞ れ の 高 さ 調 整 機 能 を 利 用 し て 上 記 の 平 坦 面 が 水 平 面
と な る よ う に 各 高 さ の 調 整 を 行 う の が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 次 に 、 加 圧 機 構 １ ６ に つ い て 説 明 す る 。 加 圧 機 構 １ ６ は 、 加 圧 棒 ７ ０ を 有 し て い る 。 こ
の 加 圧 棒 ７ ０ は 、 上 述 し た 平 坦 面 が 水 平 面 を 構 成 す る 場 合 、 鉛 直 方 向 に 位 置 決 め さ れ る 。
す な わ ち 鉛 直 方 向 か ら 頸 骨 ２ ２ に 対 し て 荷 重 が 付 加 さ れ る 。 図 １ に お い て 垂 直 軸 ７ ６ は 加
圧 棒 ７ ０ の 中 心 軸 を 表 し て お り 、 水 平 軸 ７ ８ は 加 圧 棒 ７ ０ に つ い て の 回 転 軸 を 示 し て い る
。 す な わ ち 、 加 圧 棒 ７ ０ は 鉛 直 方 向 に 設 定 さ れ る の が 望 ま し い が 、 生 体 の 状 態 あ る い は 検
査 部 位 等 に 応 じ て そ れ を 傾 斜 し た 状 態 に 設 定 す る こ と も 可 能 で あ る 。 三 点 曲 げ 荷 重 の 理 想
的 な 状 態 を 形 成 す る た め に は 、 下 側 に お け る ２ つ の 支 点 と 荷 重 の 位 置 及 び 方 向 と が 適 正 に
定 め ら れ る の が 望 ま し く 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 足 台 機 構 １ ２ 及 び 加 圧 機 構 １ ６ を 用 い
て そ の よ う な 理 想 的 な 状 態 を 容 易 に 形 成 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 加 圧 棒 ７ ０ に よ る 加 圧 点 の 両 側 に は 、 本 実 施 形 態 に お い て 一 対 の プ ロ ー ブ ７ ２ ， ７ ４ が
設 け ら れ て い る 。 そ れ ら の プ ロ ー ブ ７ ２ ， ７ ４ は 、 超 音 波 送 受 波 面 を 体 表 面 に 当 接 し た 状
態 で 設 け ら れ て い る 。 各 プ ロ ー ブ ７ ２ ， ７ ４ は 保 持 機 構 と し て の ス キ ャ ナ に よ っ て 固 定 さ
れ て も よ い し 、 体 表 面 に 対 し て 直 接 的 に 貼 付 さ れ て も よ い 。 本 実 施 形 態 で は 、 ２ つ の プ ロ
ー ブ ７ ２ ， ７ ４ が 用 い ら れ 、 加 圧 点 の 両 側 に お い て 骨 の 微 小 変 位 が 計 測 さ れ て い た が 、 単
一 の プ ロ ー ブ を 設 け る よ う に し て も よ い し 、 ３ つ あ る い は そ れ 以 上 の プ ロ ー ブ を 設 け る よ
う に し て も よ い 。 各 プ ロ ー ブ ７ ２ ， ７ ４ は 本 実 施 形 態 に お い て 複 数 の 振 動 素 子 か ら な る ２
Ｄ ア レ イ 振 動 子 を 有 し て お り 、 例 え ば 各 振 動 素 子 を 個 別 的 に 駆 動 す る こ と に よ っ て 時 分 割
で あ る い は 同 時 に 複 数 の 超 音 波 ビ ー ム を 形 成 す る こ と が で き 、 各 ビ ー ム 上 に お い て 微 小 変
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位 の ト ラ ッ キ ン グ を 行 え る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ２ に は 、 上 述 し た 超 音 波 診 断 ユ ニ ッ ト １ ４ の 具 体 的 な 構 成 例 が 示 さ れ て い る 。 超 音 波
診 断 ユ ニ ッ ト １ ４ に お い て 、 プ ロ ー ブ ７ ２ ， ７ ４ に は そ れ ぞ れ 送 受 信 部 ８ ０ ， ８ ２ が 接 続
さ れ て い る 。 送 受 信 部 ８ ０ ， ８ ２ は 、 プ ロ ー ブ ７ ２ ， ７ ４ に 対 し て 送 信 信 号 を 出 力 す る と
共 に 、 受 信 信 号 を 処 理 す る 回 路 で あ る 。 送 受 信 部 ８ ０ ， ８ ２ か ら 出 力 さ れ る 受 信 信 号 は 計
測 演 算 部 ８ ４ で 処 理 さ れ る 。 計 測 演 算 部 ８ ４ は 、 各 受 信 信 号 に 対 し て 公 知 の エ コ ー ト ラ ッ
キ ン グ 技 術 を 適 用 し 、 １ 又 は 複 数 点 に つ い て 信 号 の ト ラ ッ キ ン グ を 行 う こ と に よ り １ 又 は
複 数 の 点 に つ い て 微 小 変 位 の 計 測 を 行 う 。 そ の 計 測 結 果 に 基 づ い て 、 対 象 骨 の 性 状 あ る い
は 力 学 的 特 性 と し て 、 弾 性 、 粘 弾 性 あ る い は 塑 性 に 関 す る 評 価 値 を 演 算 す る こ と が で き る
。 そ の 評 価 値 は 表 示 部 ８ ６ に 表 示 さ れ る 。 評 価 値 の 時 間 変 化 を グ ラ フ と し て 表 示 す る こ と
も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 制 御 部 ８ ８ は 、 必 要 に 応 じ て 設 け ら れ る も の で あ っ て 、 制 御 部 ８ ８ は 例 え ば パ ー ソ ナ ル
コ ン ピ ュ ー タ （ Ｐ Ｃ ） な ど に よ っ て 構 成 さ れ る 。 制 御 部 ８ ８ は シ ス テ ム 内 に お け る 各 構 成
の 動 作 制 御 を 行 っ て お り 、 す な わ ち 図 ２ に 示 す 例 で は 超 音 波 診 断 ユ ニ ッ ト １ ４ 及 び 加 圧 機
構 １ ６ の 動 作 制 御 を 行 っ て い る 。 た だ し 、 加 圧 機 構 １ ６ 及 び 超 音 波 診 断 ユ ニ ッ ト １ ４ の 動
作 制 御 を 人 為 的 に 行 う こ と も 可 能 で あ る 。 加 圧 機 構 １ ６ に モ ー タ な ど の 駆 動 源 を 設 け 、 電
気 的 な 制 御 に よ っ て 周 期 的 に あ る い は 定 常 的 に 荷 重 を 発 生 さ せ る よ う に し て も よ い 。 も ち
ろ ん そ の 荷 重 を 人 為 的 な 労 力 に よ っ て 発 生 さ せ て も よ い 。 図 １ に 示 し た ベ ッ ド 機 構 １ ０ 及
び 足 台 機 構 １ ２ は 、 加 圧 機 構 １ ６ 及 び 送 受 信 機 構 の 一 方 あ る い は 両 方 が 利 用 さ れ な い 場 合
に お い て も 活 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。 す な わ ち 、 ベ ッ ド 機 構 １ ０ と 足 台 機 構 １ ２ の 組 み
合 わ せ に よ れ ば 、 膝 下 部 位 に つ い て の 各 種 の 検 査 に お い て 用 い る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ３ に は 、 図 １ に 示 し た 加 圧 機 構 １ ６ の 具 体 的 な 構 成 例 が 示 さ れ て い る 。 ベ ー ス ６ ０ 上
に は フ レ ー ム ９ ０ が 固 定 的 に 配 置 さ れ て お り 、 フ レ ー ム ９ ０ に よ っ て ア ー ム ９ ２ が 跳 ね 上
げ 可 能 に 支 持 さ れ て い る 。 ア ー ム ９ ２ の 外 端 部 に は 、 そ れ を 上 下 方 向 に 貫 通 し て 加 圧 棒 ７
０ が 設 け ら れ て い る 。 加 圧 棒 ７ ０ の 下 端 は 接 触 子 ７ ０ Ａ を 構 成 し て い る 。 上 述 し た よ う に
、 加 圧 棒 ７ ０ の 中 心 軸 が 符 号 ７ ６ に よ っ て 示 さ れ て お り 、 加 圧 棒 ７ ０ は 水 平 軸 ７ ８ を 中 心
軸 と し て 揺 動 運 動 さ せ る こ と が 可 能 で あ る 。 す な わ ち 、 斜 め 方 向 か ら 加 圧 を 行 う こ と も 可
能 で あ る 。 加 圧 棒 ７ ０ を 搭 載 し た ア ー ム ９ ２ が 跳 ね 上 げ 可 能 に 構 成 さ れ て い る た め 、 跳 ね
上 げ 状 態 で 膝 下 部 位 ２ ０ Ｃ を 差 し 込 む こ と が 可 能 で あ る 。 な お 、 図 ３ に お い て は つ ま 先 が
や や 外 側 に 開 い て 頸 骨 ２ ２ の 平 坦 面 ２ ２ Ａ が 水 平 に な っ て い る 状 態 が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ４ 及 び 図 ５ に は 、 図 １ に 示 し た 回 転 部 の 作 用 が 示 さ れ て い る 。 な お 、 図 １ に 示 し た ホ
ル ダ ６ ６ に つ い て は 図 示 省 略 さ れ て い る 。 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 つ ま 先 が 鉛 直 上 方 を 向
い た 状 態 に お い て は 、 膝 下 部 位 ２ ０ Ｃ 内 に お け る 頸 骨 ２ ２ の 平 坦 面 ２ ２ Ａ が 傾 斜 し た 状 態
と な る 。 図 ４ に お い て は 、 水 平 方 向 が 符 号 １ ０ ２ で 示 さ れ て お り 、 平 坦 面 ２ ２ Ａ の 面 の 向
き が 符 号 １ ０ ０ で 示 さ れ て い る 。 図 示 さ れ る よ う に 、 両 者 の 間 に は 回 転 角 θ 分 だ け ず れ が
生 じ て い る 。 そ こ で 、 図 １ に 示 し た ホ ル ダ を 回 転 さ せ て 、 つ ま り つ ま 先 を 開 い た 状 態 と す
る こ と に よ り 図 ５ に 示 す よ う な 適 正 な 状 態 を 容 易 に 形 成 す る こ と が で き る 。 も ち ろ ん 、 最
初 か ら ホ ル ダ を 回 転 さ せ た 状 態 に し 、 そ の 状 態 で ホ ル ダ 内 に 足 を 受 け 入 れ る よ う に し て も
よ い 。 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 平 坦 面 ２ ２ Ａ の 面 の 向 き １ ０ ０ は 水 平 方 向 １ ０ ２ に 一 致 し
て お り 、 こ の 状 態 に よ れ ば 、 鉛 直 方 向 か ら 荷 重 を か け て 三 点 曲 げ 荷 重 の 理 想 的 な 状 態 を 形
成 す る こ と が 可 能 で あ る 。 も ち ろ ん 、 頸 骨 ２ ２ そ れ 自 身 の 水 平 状 態 は 上 述 し た 遠 位 保 持 部
及 び 近 位 保 持 部 の 高 さ 調 整 に よ っ て 容 易 に 実 現 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ６ に は 、 胴 体 支 持 装 置 と し て の 他 の 実 施 形 態 が 示 さ れ て お り 、 図 ６ に は リ ク ラ イ ニ ン
グ シ ー ト ユ ニ ッ ト １ １ ０ が 示 さ れ て い る 。 リ ク ラ イ ニ ン グ シ ー ト ユ ニ ッ ト １ １ ０ は 、 ベ ッ
ド 台 と し て 機 能 す る 分 割 型 の 複 数 の 部 分 を 有 し て い る 。 具 体 的 に は 、 第 １ 部 分 １ １ ２ 、 第
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２ 部 分 １ １ ４ 及 び 第 ３ 部 分 １ １ ６ を 有 し て い る 。 第 １ 部 分 １ １ ２ は 、 頭 部 ２ ０ Ｅ を 支 持 し
て お り 、 第 ２ 部 分 １ １ ４ は 、 主 に 胴 体 ２ ０ Ａ を 支 持 し て お り 、 第 ３ 部 分 １ １ ６ は 主 に 臀 部
２ ０ Ｆ 及 び 大 腿 部 を 支 持 し て い る 。 第 ２ 部 分 １ １ ４ と 第 ３ 部 分 １ １ ６ と が そ れ ぞ れ 向 き 合
う 方 向 に 傾 斜 し て い る た め 、 臀 部 ２ ０ Ｆ が 第 ２ 部 分 １ １ ４ と 第 ３ 部 分 １ １ ６ と に わ た っ て
支 持 さ れ る こ と に な り 、 被 検 者 ２ ０ を 安 定 し て 支 え る こ と が 可 能 で あ る 。 部 分 １ １ ２ ， １
１ ４ ， １ １ ６ の 姿 勢 は 公 知 技 術 の 適 用 に よ っ て 自 在 に 調 整 す る こ と が 可 能 で あ り 、 汎 用 的
な リ ク ラ イ ニ ン グ シ ー ト ユ ニ ッ ト を 用 い る こ と も 可 能 で あ る 。 も ち ろ ん 、 専 用 の リ ク ラ イ
ニ ン グ シ ー ト ユ ニ ッ ト を 構 成 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ６ に 示 さ れ る よ う な 構 成 に よ れ ば 、 被 検 者 ２ ０ に と っ て よ り 楽 な 姿 勢 で 検 査 を 受 け さ
せ る こ と が 可 能 で あ り 、 例 え ば 超 音 波 に よ る 検 査 が 長 引 い た よ う な 場 合 で あ っ て も 、 被 検
者 ２ ０ に 生 じ る 負 担 を 軽 減 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 骨 検 査 シ ス テ ム の 要 部 構 成 を 示 す 概 念 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 超 音 波 診 断 ユ ニ ッ ト の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 加 圧 機 構 の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 回 転 部 の 作 用 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 回 転 部 の 作 用 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 胴 体 支 持 装 置 と し て の リ ク ラ イ ニ ン グ シ ー ト ユ ニ ッ ト を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 １ ０ 　 ベ ッ ド 機 構 、 １ ２ 　 足 台 機 構 、 １ ４ 　 超 音 波 診 断 ユ ニ ッ ト 、 １ ６ 　 加 圧 機 構 、 ２
０ 　 被 検 者 、 ２ ０ Ｃ 　 膝 下 部 位 （ 検 査 部 位 ） 、 ２ ２ 　 頸 骨 。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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